


東京大学名誉教授でラテン・アメリカ研究の第一人者・野谷文昭氏は、現在の世界と日
本の嫌な状況を何とかしたいと考え、絶望を阻むために、アンバル・パスト氏の詩を読む
と力をもらえると指摘した。彼女の詩に出てくるモナルカ蝶の印象を語った後、社会的な
視点がオクタビオ・パスにも通じるとして、アンバル・パスト氏がソーシャル・ワーカー
をしてきたこととの関連も指摘した。詩は夢を見させてくれるという野谷氏のとらえ方に
うなずく来場者も多かった。
日本詩人クラブ会長で詩人の北岡淳子氏は、二〇〇八年の同クラブ国際交流で一度お招
きしたアンバル・パスト氏の良き思い出と共に、彼女の詩の視野の広さ深さに感銘を受け
てきたと語った。特長としてさらに、自立した精神と行動力が挙げられた。そして、アン
バル・パスト氏のメキシコ土産である個性的なかたちの書籍の数々を持参し、来場者に披
露した。自然の中に謙虚な姿勢で居る詩人の言葉は読む人に訴える力を持っていると強調。
再会を喜び、詩選集に大いに学んでいることが語られた。
日本詩人クラブ理事長で詩人の佐相憲一は、今回刊行された翻訳詩選集の特長を分析・
解説した。生身の人間、特に女性が生活する現場で体ごと感じてきたものがベースになっ
ており、その射程距離は先住民の時代から最近まで及んでいる。メキシコだったりアメリ
カだったり中東だったり、直接の舞台となっている土地の具体的な特殊性の奥に普遍的で
根源的なものが見える。アンバル・パスト氏の詩には世界の感触があり、さまざまな文明
の亀裂のただなかに原初の姿で精神が立っている。そのような詩世界に深い共感を覚える
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と語った。
細野豊氏からは翻訳をめぐるエピソードなども語られ、来場者がこの日手にした翻訳詩
選集への関心が促進された。
　第二部は、ポエマ・コレクティーボという名のアンバル・パスト流・連詩の実践。詩
人の新延拳氏、塩野とみ子氏、青木由弥子氏による進行で、来場者全員が独自に一行の詩
句を書き、それらを後から全部つなげてひとつの詩とするという楽しい試みだった。ふた
を開けてみると、バラバラに書いたはずのそれぞれの言葉がなかなか意味深長なつながり
を作り出し、いつの間にかどこかシュールで面白いものができた。
　今回、日本詩人クラブ創立七〇周年記念事業を前に、意義深い国際交流を後援開催す
ることができた。すべての来場者に感謝し、お世話になった主催者の詩と思想及び土曜美
術社出版販売、中央大学の広岡守穂氏、ご案内の細野豊氏に心からお礼申し上げる。そし
て、海の向こうに帰られた詩人アンバル・パスト氏に、再度ここから拍手をおくろう。
	 （前期国際交流担当、現理事長　佐相憲一）
	 （写真提供：土曜美術社出版販売　高木祐子氏）

会場風景

ポエマ・コレクティーボ（連詩）　新延拳氏
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